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特徴としては、図3に示したように、終状態Egの極小点は半径 P0 = A / (MOJ2 )を
持つ円環状の溝を持つメキシカンハット型となる。













































































εc/(nm)= ， ~((Ar3 /Vnm oMm2) 
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密7.先スペクトノレの温度T依存性。結合定数は、 A=20に固定している。 T=l.0 
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図8.光スペクトルの定数A依存性。 T=l.0に固定。 A二20(黒太線)，Aご12(灰
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